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自
治
会
連
合
会
も
新
年
度
を

迎
え
ま
し
た
。 

活
動
を
精
力
的

に
推
進
い
た
だ
い
た
朝
倉
会
長 

が
退
任
さ
れ
、
飯
田
新
会
長
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
る
役
員
に
伴
い
、

新
任
さ
れ
る
役
員
も
加
わ
り
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
本
年
度
も 

自
治
会
と
し
て 

住
み
よ
い 

真
鶴
町
に
す
る
た
め

に
多
く
の
活
動
に
取
り
組
ん
で

行
き
ま
す
が
、
高
齢
化
に
伴
い 

自
治
会
の
担
い
手
不
足
も
否
め

ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
治
会
の
加

入
率
の
低
い
こ
と
も
大
き
な
問

題
で
す
。 

自
治
会
の
加
入
率
の

促
進
な
ど
、
課
題
を
抱
え
な
が

ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。 

サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介
に
も
あ

る
よ
う
に
、
皆
が
参
加
す
る

オ
ー
ル
真
鶴
を
目
指
し
て
、
自

治
会
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
広
報
部 

山
下
）

編
集
後
記

自
治
会
連
合
会
　
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

飯
田　
正
人

　

こ
の
度
、
真
鶴
町
自
治
会
連
合
会
の
会
長
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
山
ゆ
り
自
治
会
会
長
の

飯
田
正
人
と
申
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、
次
の
課
題
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⒈
自
治
会
連
合
会
の
若
返
り
と
加
入
促
進

　

現
在
、
連
合
会
を
構
成
す
る
各
自
治
会
で
は
、
構

成
世
帯
の
高
齢
化
に
伴
い
、
自
治
会
役
員
を
引
き
受

け
て
い
た
だ
け
る
方
の
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
部
の
自
治
会
で
は
役
員
の
定
数
割
れ
も
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
影
響
は
自
治
会
連
合
会
全
体
に
も
及

び
始
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
各

自
治
会
の
構
成
世
帯
数
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

特
に
若
い
世
帯
の
自
治
会
加
入
促
進
に
力
を
入
れ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、

　
　
〇
町
外
か
ら
の
移
住
世
帯
へ
の
加
入
呼
び
か
け

　
　
〇
現
在
未
加
入
と
な
っ
て
い
る
世
帯
へ
の
加
入

　
　
　
促
進

　
　
〇
若
い
世
代
に
も
参
加
し
や
す
い
自
治
会
活
動

　
　
　
の
検
討

な
ど
を
進
め
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
次
世
代
へ
引
き

継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⒉
地
域
課
題
を
見
据
え
た
視
察
研
修
の
実
施

　
真
鶴
町
で
は
、

　
　
〇
想
定
さ
れ
る
地
震
・
津
波
災
害
へ
の
備
え

　
　
〇
高
齢
化
の
進
行
と
起
伏
の
多
い
地
形
に
お
け

　
　
　
る
公
共
交
通
の
課
題

　
　
〇
増
加
傾
向
に
あ
る
空
き
家
問
題

な
ど
、
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
地
域
課
題
を
抱
え

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
へ
の
研
修
視
察
を
計
画
し
、
実

際
の
事
例
を
学
び
な
が
ら
、
真
鶴
町
に
活
か
せ
る
方

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
治
会
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
視
察
研
修
会

◆
方
針

〇
真
鶴
町
に
お
い
て
も
既
存
の
公
共
交
通
の

維
持
確
保
（
利
便
性
の
維
持
・
運
行
効
率

化
・
利
用
促
進
・
環
境
負
荷
低
減
）
・
交
通

弱
者
の
移
動
手
段
確
保
・
観
光
資
源
や
商
業

活
性
化
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
み

で
す
。

〇
令
和
４
年
８
月
に
公
共
交
通
等
に
関
す
る

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
15
歳
以
上
の
町
民
対

象
）
を
実
施
す
る
も
、
未
だ
新
た
な
地
域
公

共
交
通
計
画
は
出
来
て
い
な
い
。

　

⇒

　

自
治
会
連
合
会
と
し
て
も
、
よ
り
住

民
に
近
い
存
在
と
し
て
先
進
事
例
を
学
び
、

公
共
交
通
会
議
へ
の
提
言
を
行
っ
て
い
く
。

◆
視
察
先

　

東
京
都
葛
飾
区
東
立
石
グ
リ
ス
ロ
運
営
協

議
会 

（
11
月
中
旬
視
察
予
定
）

　

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
用
い
た

地
域
主
体
交
通
の
見
学
と
、
導
入
の
経
緯
・

要
望
・
目
的
・
苦
労
・
行
政
の
支
援
内
容
な

ど
を
確
認
す
る

　
教
育
体
育
部
会　
　

◆
教
育
部
会
で
は
成
人
学
級
前
期
が
決
定
し

ま
し
た
。
申
し
込
み
は
ま
だ
間
に
あ
い
ま
す
。

　
第
一
回
目  

６
月
20
日
（
土
曜
）　
14
：
30

〜
16
：
00 　
集
合
：
真
鶴
駅
前
ベ
ン
チ
付
近

　

「
第
２
回
真
鶴
検
定
に
挑
戦
し
て
み
よ

う
！
」

　

町
を
歩
い
て
問
題
の
答
え
を
探
し
、
地
域

の
魅
力
を
発
見
す
る
「
真
鶴
検
定
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
講
師
：
真
鶴
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
山
崎
陽
軒
氏

　
第
二
回
目　
６
月
26
日
（
木
曜
）

　
13
：
30
〜
15
：
00　
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

　
「
真
鶴
の
海
の
変
化
を
感
じ
取
ろ
う
！
」

　
講
師
：
町
立
遠
藤
貝
類
博
物
館

　
栢
沼
勇
魚
学
芸
員

◆
体
育
部
会
で
は
６
月
７
日
（
日
曜
午
前
中
）

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会
を
行
い
ま
す
。

　

10
月
11
日
（
日
曜
午
前
中
）
町
民
運
動
会

を
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
11
月
に
は
日
程
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

行
う
予
定
で
す
。

　
防
犯
防
災
部
会

　

防
犯
防
災
部
の
今
年
度
活
動
は
左
記
の
様

に
計
画
し
て
い
ま
す
。

◆
防
犯
活
動
と
し
て
、
各
自
治
会
持
ち
回
り

で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
月
／
１
回
計
画
。

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
路
と
し
て
考
え
て
い

る
道
に
危
険
個
所
等
が
無
い
か
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
際
に
も
点
検
す
る
。
夏
場
（
７
／

８
月
）
は
、
夜
間
の
見
守
り
活
動
を
実
施
予

定
。
　

10
月
に
は
啓
発
活
動
と
し
て
防
犯
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。

◆
総
合
防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
）
で
は
、
避

難
所
運
営
の
知
識
・
体
験
を
積
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
よ
り
多
く
の
方
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
る
。

◆
防
災
活
動
の
一
環
と
し
て
、
地
震
・
津
波

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
６
月
に

実
施
予
定
。

　
　
広
報
部
会

◆
自
治
会
だ
よ
り
年
４
回
発
行
予
定
（
６

月
・
９
月
・
12
月
・
３
月
）

　

今
年
度
も
、
「
部
員
全
員
で
取
材
し
、
全

員
が
記
事
を
書
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
自
治

会
連
合
会
・
単
位
自
治
会
の
活
動
・
部
会
・

特
別
委
員
会
の
活
動
の
取
り
組
み
の
紹
介
、

課
題
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
く
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
自

治
会
連
合
会
が
関
わ
る
諸
活

動
、
単
位
自
治
会
の
活
動
、

祭
り
の
様
子
な
ど
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
発
信
し
て
い
く
。
ま

た
、
閲
覧
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え

る
よ
う
、
掲
載
記
事
や
便
利

な
サ
イ
ト
の
紹
介
等
を
し
て

い
く
。

自治会は　こんな活動をやっています

１　　　自治会だより　R8.6.15号 自治会だより　R8.6.15号　　　４

自
治
会
連
合
会
会
長
　
朝
　
倉
　
　
隆

自治会連合会
ホームページ
自治会の活動内容を
紹介しています。
是非ご覧ください。

真鶴町

自分たちの町は、自分たちで守る
自分たちの町を、
　自分たちでより良くする
その活動をしているのが

自治会です

毎月

1月

3月

4月
9月

　27日に防犯パトロールを実施して、
町民の安心安全に貢献しています。危
険な場所の有無や環境整備(ゴミ拾い)活
動も併せて行っています。

　どんど焼き(岩道祖神保存会)の竹切・
やぐら組作業に協力しました。
　一年の家内安全・健康、地域の安全
と繁栄を祈願しています。

　真鶴しだれ桜の宴(しだれ桜の宴協議
会)提灯の飾り付けに協力しています。
約20本のしだれ桜が咲き誇る荒井城址公
園までの沿道等に提灯を飾り付けました。

　全国交通安全運動の期間に合わせて、4
月と9月に児童・生徒が安心して登下校で
きるように見守り活動をしています。

自分たちの町は、自分たちで守る
自分たちの町を、
　自分たちでより良くする
その活動をしているのが

自治会です

～ こ ん な 活 動 を し て い ま す ～

町の木／くすのき 町の花／はまゆう 町の鳥／いそひよどり

5月

6月

9月

10月

　ビーチクリーンアップ2024（岩海岸）
　真鶴町観光美化協会・真鶴町に協力
して、砂浜のゴミ拾いを行い環境美化
をおこないました。

　防災講演会を主催しました。福島大学の天
野和彦教授をお迎えし、災害を知り、共助の
重要性を学びました。ワークショップも行
い、より実践的な課題にも取り組みました。

　真鶴町地域防災計画に基づく総合防災訓
練に協力しています。大規模災害が起きた
場合には、地域住民による「共助」が重要
です。皆で協力して生き抜きましょう。

　76回を数える伝統行事の町民運動会です。
令和5年より半日開催になりましたが、自治会
対抗種目や高齢者から子どもたちが交流でき
る種目など工夫をこらしています。是非参加
して下さい。真鶴町と共催しています。

　このほかにも、視察研修会、町民ソフ
トバレーボール大会、クリーンキャン
ペーン真鶴（三ツ石・番場浦の清掃活
動）など行っています。
　尚、年間の活動内容は、真鶴町自治会
連合会のホームページをご覧ください。

お問い合わせ先
真鶴町総務防災課

内線3230465-68-1131

　昨年度に配布いたしました自治会活動PRチラシの内
容を踏まえ、本年度も引き続き、次の分野を中心に活動
してまいります。
　防犯 ・ 防災　・ 交通安全 ・ 生涯学習・
　体育 ・ 地域イベント
　昨年同様、皆さまのご協力をいただきながら、より良
い自治会運営に努めてまいります。

　自治会の最重要課題は 「防災」 です。 災害時に自分の
命を守るためには、まず 自助 が欠かせません。しかし、避
難所では地域の皆さんの命を守るために、自治会としての
協力体制や役割分担が不可欠となります。いざという時に
力を発揮できる、災害に強い自治会 をつくるため、日頃か
らの備えと活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。

令
和
８
年
度　
部
会
活
動
計
画



新
役
員
挨
拶

岩
中
央
自
治
会　
会
長　
髙
瀬　
哲
夫

　

岩
中
央
自
治
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
７
年
間
に
わ
た

り
会
計
お
よ
び
副
会
長
を
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
年
度
よ
り
自
治
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
自
治
会
連
合
会
で
は
６
年
前
か

ら
広
報
部
に
所
属
し
、
「
自
治
会
だ
よ
り
」
の
編
集

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
３
年
前
に
は
連
合
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、
連
合
会
の
活
動
や
地
域
の
祭

り
の
様
子
な
ど
を
随
時
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
が
自
治
会
役
員
と
し
て
参
画
し
た
７
年
前
と
比

べ
る
と
、
岩
中
央
自
治
会
の
加
入
世
帯
数
は
30
世
帯

以
上
減
少
し
、
会
員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。 

「
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
自
治
会
活
動
が
負
担
に

な
っ
て
き
た
」
と
い
う
声
も
多
く
伺
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
加
入
者
の
減
少
と
高
齢
化
は
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
私
た
ち
の
地
域
に
合
っ
た“

無

理
の
な
い
自
治
会
活
動“

へ
と
、
少
し
ず
つ
形
を
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
当
面
の
重
点
課
題
と
し
て
は
、 

①
防
災
体
制
の
強

化 

②
地
域
の
環
境
美
化 

の
２
点
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。　

地
域
の
安
全
と
暮
ら
し
や
す
さ
を
守
る

た
め
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

城
北
自
治
会　
副
会
長　
畠
山　
克
実

　

今
年
度
よ
り
真
鶴
自
治
会
連
合
会
の
活
動
へ
、
城

北
自
治
会
よ
り
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
真
鶴
町
は
住
民
の
高
齢

化
や
人
口
減
な
ど
の
諸
問
題
を
抱
え
る
我
が
街
で
す

が
、
海
と
山
と
の
調
和
し
た
景
観
や
、
四
季
を
通
し

て
す
ご
し
や
す
い
良
さ
を
持
っ
た
街
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
街
の
良
さ
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
け
る
よ

う
、
微
力
で
す
が
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
中
央
自
治
会　
副
会
長　
平
田　
以
久
代

　

本
年
度
よ
り
、
岩
中
央
自
治
会
の
副
会
長
に
な
り

ま
し
た
平
田
で
す
。
前
年
度
ま
で
は
広
報
と
し
て
毎

月
15
日
に
町
か
ら
の
回
覧
物
を
各
組
長
に
配
布
す
る

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
交
通
安
全
週
間
に
は
、
子

供
た
ち
の
登
校
の
見
守
り
や
、
自
治
会
の
行
事
に
で

き
る
限
り
参
画
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

副
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
以
上
に

気
を
引
き
締
め
て
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

初
め
て
の
副
会
長
な
の
で
、
慣
れ
な
い
こ
と
も

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

岩
中
央
自
治
会　
副
会
長　
大
坪　
弘
文

　

今
期
岩
中
央
自
治
会
副
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
大
坪
で
す
。
小
田
原
か
ら
真
鶴
の
地
に
定
住
し
て

15
年
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
１
年
１
月
に
引
っ
越

し
て
来
て
、
３
月
に
あ
の
３
・
11
東
日
本
大
震
災
が

起
っ
た
の
で
記
憶
に
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

自
治
会
に
関
し
て
は
、
数
年
に
１
度
巡
っ
て
く
る
隣

組
組
長
の
時
に
関
わ
る
時
と
、
４
年
程
前
か
ら
兒
子

神
社
例
大
祭
時
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
く
程
度
の

関
わ
り
し
か
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

自
治
会
の
一
役
員
と
し
て
皆
様
方
と
は
色
々
と
接
す

る
事
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
諸
先
輩
方
の
指
示
・
指
導
・
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
皆
様
方
の
お
役
に
立

て
る
事
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
か
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　私たち「真鶴町写真クラブ」は、平成元
年に故青木要先生と有志14人が集まり、真
鶴町文化団体連盟写真部」として発足し、
以来青木秀行先生、現在の山田ひろし先生
まで、厳しくも楽しい指導を頂きながら活
動しています。四季折々の風景・風俗・行
事や、日常の何気ない生活等々を撮って楽
しんでいます。撮りためた写真を毎月第２
日曜日の午後２時から、例会を開いて互選
や、山田先生の選考を頂いています。最近

ようやく先生の言われる、「欲張らないでテーマを浮き彫り」にするようにとの事が
理解できるようになりました。しかし実際の撮影現場では、ついつい余計な物を撮っ
てしまい、例会でこれが無ければ上位になる写真
になるのに惜しいとたびたび言われるのが続いて
います。（トリミングすればいいのに、とほ
ほ・・・ですね）
　しかしなにくそ精神で一同ワイワイ言いながら
楽しく精進しています。こうして撮りためた写真
を７月の末、貴船祭りの日を含む週間に「真鶴写
真クラブ写真展」として真鶴地域情報センターで
開催しています。また真鶴町民文化祭に写真クラブとして10月末～11月始めまで参
加・出品しています。
　最近は、カメラだけでなく携帯電話でも撮れるようになり、また印刷も写真屋さん
や、自宅のパソコン・プリンターだけでなく、カメラの各種カードや携帯電話のカー
ドをコンビニに出せば一枚100円以下で出来るようになり、費用の面でも安価になっ
てきました。近年文化祭の写真展に小中学生も参加もしてくれるようになっていま
す。若い感性に驚かされます。この場をお借りして、一度写真の楽しさを実感して頂
ければと思います。毎月の例会に飛び込みでも結構ですので、一度見にきませんか。
お待ちしています。

　真鶴唯一のよさこいチーム
で、10～70代が笑顔で元気
に活動しているファミリー
チームです。
　真鶴町や県西地域を中心
に、横浜や伊東のイベントに
参加し、町内外の仲間たちと
よさこい踊りを楽しんでま
す！
　2007年、「真鶴によさこ

いチームを作りたい！」と当時のリーダーが仲間を集めて結成され、「よさこいで笑
顔と元気を！」をモットーに活動中！
　曲も振付も、プロの先生に作っていた
だいてます！作詞だけ、自分たちで想い
をのせて作ります。衣装もこだわりを
もってオリジナルで製作。
　一人一人、得意不得意や好きなことも
違います。でもみんなで協力しながら思
いっきり体を動かし汗をかき、一緒に楽
しみ＆喜びを共有し、幸せをつくる真鶴
時間を過ごしています。踊れることは、
本当に幸せです。
　町民センターで週１回（毎週水曜日
19：00～21：00）練習をしており、新メンバーも大募集中！未経験大歓迎！いつで
もご連絡ください！

※これ以外のサークル活動も順次紹介していきたいと思います。お楽しみに。

５月度例会審査風景

題名：二度とこないだろう日

３　　　自治会だより　R8.6.15号 自治会だより　R8.6.15号　　　２

真鶴町写真クラブよさこいチーム「真鶴ぼんぼんざめ」
会長　神野秀子




